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    http://www.geocities.jp/helpertex2 

 

 



* @version 1.0 

 * Version 1.02 2013/02/04  Disp3DMonoclinic に変更 

 * Version 1.03 2013/02/08  Triclinic 追加 

 * Version 1.04 2013/02/08  hkl minus 対応 

 * Version 1.05 2013/02/13  Lattice constant input 

 * Version 1.06 2013/02/19  Hexagonal minusIndex を Disp3DTriclinic2 で 

 * Version 1.07 2013/11/01  データ選択画面が２回出てしまう処理 

 * Version 1.08 2014/01/09  画面変更と初期値を｛００１｝＜１００＞とした 

 *Version 1.09 2014/10/05  Hexagonal の表示も Disp3DTriclinic2 に変更 

 *version 1.10 2015/01/10  最大指数９９、{H,k,l,}<u,v,w>表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

 材料面と圧延方向に対する結晶面と結晶方向を｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞で表したのが結晶方位であるが、 

   この｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞を最小結晶単位胞内に表示するソフトウエアとして作成されています。 

   立方晶はＮｅｗＣｕｂｉｃＣＯＤｉｓｐ、六方晶はＨｅｘａＣｏｎｖｅｒｔがあるが、結晶系の異なる 

   材料に対し、３指数入力で同一フレームから操作できるよう作成した。 

 

プログラムの起動 

 C:¥CTR¥bin¥OrienttionDisplay.jar から起動 

 ODFPOleFigure2 ソフトウエアの ToolKit から OrientationDisplayTools を選択し 

 OrientationDisplay で起動 

 

 

 

NewCubicCODisp ソフトウエアは Euler 角度―＞(hkl)[uvw]がサポートされています。 

NexaConvert ソフトウエアは４指数入力がサポートされています。 



操作説明 

   材料の選択 および手入力 

  

 

 ｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の入力 表示パラメータ入力と表示 

       マイナスｈｋｌが含まれる場合 

   

 

 

 

 

 



材料の選択と手入力の切り替え 

  

材料の選択 

 の操作でＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａを表示 

  

 結晶系と材料を選択し で選択を反映させる。 

  

格子定数の手入力 

  

  

 

 

 

 

 



｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の指定 

  

 以下の条件を満足すると、Ｄｉｓｐが可能になります。 

  h*u+k*v+l*w=0 

  マイナス指数入力が可能 

結晶系 

 全ての結晶系に対応してます。 

 結晶方位表示は 

  Ｄｉｓｐ３ＤＴｒｉｃｌｉｎｉｃ２(Ver1.00) マイナス指数表示可能 

  Ｄｉｓｐ３ＤＨｅｘ（Ver1.400） 

  を使用しています。 

 

表示画面パラメータ 

  

 Disp Size は、３D 表示の視点を変えられます。 

大きくすると、視点が離れるので遠近感が少なくなります。 

 

表示画面操作 

 マウスをグリグリして下さい。左右上下移動、回転操作 

 視点を離すのは、マウスセンターボタンを押したまま、マウス前後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｈｅｘａｇｏｎａｌ以外 

 

マイナスｈｋｌが含まれると単位セルからはみ出ます。 

 

Ｍｉｎｕｓ操作で、単位セルに移動します。 

 

 



Ｈｅｘａｇｏｎａｌの場合 

 

 

Ａ－Ｔｙｐｅ Disp3DHex   Ｂ－Ｔｙｐｅの選択 Disp3DHex 

  

 

  

 

Disp3DTriclinic2 ではマイナス指数に対応 

 

 



Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ（Ｐｏｌｙｅｔｈｉｌｅｎｅ） 

ａ軸－ｂ軸面を基本とした場合   ａ軸－ｃ軸面を基本とした場合（ＬａｂｏＴｅｘ） 

   

材料選択画面で選択を行う。 

 

 

 

 

 



（１１０）［００１］とＬａｂｏＴｅｘタイプの（０１１）［１００］を比較 

 

 

 

 

ＬａｂｏＴｅｘで表示 

 

 

 

 軸が入れ替わって表示されるが、同一な面である事が分かります。 

 

 

 

 



Ｍｏｎｏｃｌｉｎｉｃ（α－Ｐｏｌｙｐｒｏｐｈｌｅｎｅ） 

ａ軸－ｂ軸面を基本とした場合   ａ軸－ｃ軸面を基本とした場合（ＬａｂｏＴｅｘ） 

  

材料選択画面で選択を行う 

 

 

 

 

 



（１１０）［００１］とＬａｂｏＴｅｘタイプの（０－１１）［１００］を比較 

 

  

ＬａｂｏＴｅｘタイプで表示 

 

  

表示 

  

 

 

 



Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（－１１０）［００１］とＬａｂｏＴｅｘタイプの（１１０）［００１］を比較 

 

 

 

  

 

 

ＬａｂｏＴｅｘタイプで表示 

 

  

 


